


米国における
輸出用トウモロコシのアフラトキシン検査

連邦法において、輸出の際に買手と売手の間で検
査が不要である旨の契約が締結されていない限り検
査によりアフラトキシン濃度が許容量を超えていな
いことを確認することの義務付け

（Food, Agricultural, Conservation, and Trade Act of 1990）

その検査はUSDAのGIPSA（Grain Inspection, Packers & 

Stockyards Administration）に属するFGIS（Federal Grains Inspection 

Service）が、GIPSAが承認した検査キットにより実

施する
(United States Grain Standards Act)



FDAによるアフラトキシン基準値（ppb）

品 目 基準値

牛乳を除くすべての食品 20

幼齢動物および乳牛用のトウモロコシ 20

育成中の肉牛、豚および成鶏用のトウモロコシ、落花生製品 100

肥育豚用のトウモロコシ、落花生製品 200

肥育牛用のトウモロコシ、落花生製品 300

飼料原料としての綿実粕 300

その他の飼料原料 20

牛乳 0.5

注）牛乳はアフラトキシンM1、その他はB1、B2、G1、G2の合計値



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査
（ 09/25 カーギル社、イリノイ州イースト・セントルイス）

サンプリング・分析施設

サイロ

バージへの積出し口

積下ろし口



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（概要）

農家 到着 サンプリング グレーディング
（水分、夾雑物など）

アフラトキシン濃度
(自主検査)

>20ppb

<20ppb
=

エレベータ等への受入れ

トラック到着から
積み下ろし終了まで約15分



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（1）



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（2）

トラックからのサンプリング

（2∼3ヶ所から計500g）

250g×2サンプルに縮分

グレーディング（水分：NIR、破砕粒、夾雑物等：目視）



約125gを粉砕（粒度：75％が20メ
ッシュ/インチの篩をパス）

リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（3）

BUNN社の粉砕機（GIPSAによる「アフラトキシン
・ハンドブック」で機種が規定されている）



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（4）

ストリップ・テストによる検査

CUICKTOX TEST KIT

50gを採取 溶媒を加えて振とう



リバーエレベータにおけるアフラトキシン検査（5）

直近：500件中2件が＞20ppb



GMOの分析



輸出エレベータにおけるアフラトキシン検査（1）
（9/28＆29 New Orleans）

ADM 全農グレイン



輸出エレベータにおけるアフラトキシン検査（2）

この段階で約45kg
に縮分される

約1500t（1シッピング・ビン分）を
1サブロットとしてサンプリング

採取口 (ペリカン) は500ブ
ッシェル (12.7t) 毎に1往復
(片道の移動時間は約2秒)



輸出エレベータにおけるアフラトキシン検査（3）

均分を何回か繰り返して10ポ
ンド（約4.5kg）にする

10ポンドを全量粉砕

ディバイダーで500g×3サンプルを
採材

1: Test Portion (Original 
testing service)

2: File Portion (Review 
testing service)

3: FDA Portion (BAR: 
Board of Appeals and 
Review (GIPSAのテクニカル・

センターで実施) 



輸出エレベータにおけるアフラトキシン検査（4）

良く混ぜてから50gを採取（最小単位：0.1g）

ROMER FLUOROQUANT (FQAfla) Testで定量

*）FDAから擬陽性が少ないとのコメントが出ている



輸出エレベータにおけるリコンディショニング（1）

検査で20ppbを超えたもの

3/16インチのネット・セパレーター
（スカルパー、 5×7フィート）で穀粒
と、ダストに篩分け
篩の能力がキャパシティの50％を超

えてはならない（1,000t/h → 
500t/h）

リコンディショニングは1回限定
穀粒とスクリーニングを各1サンプル

分析（採材量は10ポンド）
各事業所毎にリコンディショニングに

手法に関するSOP作成義務



輸出エレベータにおけるリコンディショニング（2）

リコンディショニングの頻度：1/1000サブロット程度（約0.1％）

リコンディショニング時のスクリーニングの発生量： 約3％

リコンディショニングの効果（1例）
Original（FGIS）
Review（FGIS) 
BAR（GIPSA）

52ppb
34ppb
49ppb

リコンディショニング後 穀粒

スクリーニング

＊リコンディショニング後の穀粒が20ppbを超えることはまれ

3ppb
49ppb

他の1例 BAR 48ppb
→ リコンディショニング後 穀粒 9ppb、スクリーニング 60ppb



輸出エレベータにおけるリコンディショニング（3）

20ppbを超える穀粒と、300ppb以下のスクリーニングを販売する
場合の手続き

FDAに対して、どのような濃度のものを、どこの農家に販売
したいか等を文書により申請

FDAから確認した旨の回答文書

トラック・チケットを保管（ FDAへの文書による報告は不要
だが、査察時には必要）



輸出エレベータにおけるリコンディショニング（4）

リコンディショニングの記録
様式



輸 出

<20ppb
=

<20ppb

輸出エレベータ
（FGISによる検査）

=

リバーエレベータ
（各企業の自主検査）

米国における輸出用トウモロコシ
のアフラトキシン検査（概要）

農 家

>20ppb
受入れ拒否

>20ppb
リコンディ
ショニング

FDAの基準にしたがって米国国
内で飼料用途に利用

>300ppb

廃棄

穀粒 <20ppb=

ダスト（スクリーニング）

<300ppb *=

>20ppb

* 20ppb以下であっても輸出は不可



GIPSAによるアフラトキシン分析キットの承認(1)



GIPSAによるアフラトキシン分析キットの承認（2）

そのキットを使ってオフィシャルなデータを出す際にはGIPSAによる
承認が必要（3年毎に再審査） ▶ 承認されたものはGIPSAのホーム
ページに掲載

1） 分析時間は30分以内
2） 自然条件でアフラトキシンに汚染されているものを分析しても、
HPLCとのバリデーションがとれている

3） 測定時の温度条件が実用的である（分析場所の室温が必ずしも
コントロールされていない場合がある）

4） 保存期間は6ヶ月
5） 出来る限り毒性の高い溶媒を使用しない



GIPSAによるアフラトキシン分析キットの承認（3）



トウモロコシのアフラトキシン汚染は避けることができ
ない。

また、

アフラトキシンに汚染されている穀粒は全体のロット中
のごく一部で、その汚染穀粒のアフラトキシン濃度が著
しく高い*。

との、前提に立って、大量のトウモロコシを効率的に流
通させるために、実行上有効なサンプリングを含めた検
査手法を統計学的データに基づいて構築している。

*）汚染穀粒の割合は0.1％、汚染穀粒のアフラトキシン
濃度400ppm

その他（1）



このように構築した検査法においても、20ppb超のトウ
モロコシが20ppb以下と誤って判定される確率、あるい
は、20ppb以下のトウモロコシが20ppb超と誤って判定
される確率は存在する。

その他（2）

ロット全体のアフラトキシン濃度（ppb） 誤って判定される確率（%）

5 1.7

10 11.3

15 27.4

25 39.6

30 27.4

35 18.5

40 12.2

45 7.9


